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浅原園長ごあいさつ

今年も七夕行事を行いました。各クラスで七夕飾りを作ったり、保護者の方と

お子様で書いていただいた短冊を飾ったりしました。「笹飾り」や「織姫・彦星」

などお子様にあまり馴染みのない言葉が多い『七夕』行事。どんな行事なのかを

理解することは年齢的にもまだ難しいですが、「七夕」というと「何か笹に飾る

もの」「お願い事をするもの」ということを毎年経験し、少しずつ知ってもらえ

たらと思っています。

玄関に大きな笹を飾りましたが、驚くよりも興味を持って眺めたり、「あっ！」

と指差ししたりするお子様たちの姿が見られました。今年度も実物に触れたり、

いろいろな体験ができる行事をしていきたいと思います。

※笹はあかし水と緑のネットワーク様のご協力により「しごせんのもり」にある

笹を使用させていただきました。あかし水と緑のネットワーク様、この度は誠に

ありがとうございました。（泉川）

明石市教育委員会 学校教育課 特別支援教育係の先生

と兵庫県立いなみ野特別支援学校の先生をお招きし、就

学を迎えるお子様の保護者の方を対象に『就学説明会』

を行いました。

通常学級と支援学級の違い、通常学級や支援学級、通

級で受けられる支援、明石市内小学校の支援学級数や在

籍しているお子様の数など具体的に説明をしていただき

ました。いなみ野特別支援学校の先生には、登校風景や

授業の様子などを写真を交えて分かりやすく説明をして

いただきました。詳しく説明をしていただいたことで、お子様の姿を想像しながらどういう進路が自分の子ど

もに合っているのかを考える機会になったと感じました。

私たち職員は、保護者の方にしっかりと情報を伝えること、お子様の将来を見据えてどのような進路が良い

のかを保護者の方と一緒に考えていくことがとても大切だと感じました。また、今後も保護者の方がお子様の

ことを第一に考え、進路など様々なことを選択するお手伝いをしていきたいと思います。（大向）

心理担当職員の吉川です。主な業務はあおぞら園の個別セラピーやお子様の認知発達の評価なのですが、最近

は幼稚園の先生や保健師さんからの発達検査の依頼が増えています。病院とかではないため、それほど敷居が高

くないということもあるようです。

頼まれれば何でもするスタンスなので、給食時の応

援として食事の援助もしています。また、加齢による

体力の衰えに職員が気づいたのか最近は頼まれなくな

りましたが、芋ほりの時にはお子様たちが到着する前

に畑の芋を掘り起こしておいたり、真冬のかぶ掘りの

時には大根やかぶについた泥を洗い流して袋に詰める

お仕事もさせていただきました。

最近思うのは（学習心理学の原理にもあてはまりま

すが）、お子様も私も、楽しむことで成長は加速する

ようです。お子様にとって楽しいセラピーをこれから

も心がけていきます。（副施設長：吉川）

5 月の終わりに植えた苗がどんどんと育つ予定でしたが、急な暑さで少し元気がなくなってしまったり、葉っぱ

が枯れてしまったりしています。子どもも大人も、この急な暑さで体調管理が難しいように小さな野菜の苗たちも

苦戦しているようです。7 月には、水耕栽培でミニトマトを育て始めました。今月はプランターのミニトマトを収

穫し、9 月には、噂ではとても甘く育つと聞いている水耕栽培のミニトマトを子どもたちといっしょに味わいたい

と思います。

７月、ふれあいプラザあかし西で作品展がありました。「アートを楽しむ ― 楽しくって、みんながやりたくな

る ― 」をあおぞら園のテーマに、感触遊びのゼリー遊びやフィンガーペインティング、たんぽや絵筆を使った

絵具遊びの作品を展示させていただきました。あおぞら園で初めて取り組んだフィンガーペインティングでは、お

皿から手で絵具を取って子どもたちに渡すと、きょとんとした顔で「そ～っと」自分の指で絵具を取って「じ～っ

と」自分の指についた絵具を見ていました。私が特大画用紙に絵具を置いて手で広げると、子どもたちも画用紙に

指で絵具を広げ始めました。段々と手のひら全体を使って絵具を使うようになり、子どもたちからの動きが出てき

はじめました。偶然自分の T シャツについてしまった

絵具を気にして不安そうな顔になったり、私の肩を

触って T シャツに絵具が付いたのを見て目をまんまる

にしたり、子どもたちの初体験はおっかなびっくりの

連続だったと思います。これからも、場面を限定して

「この時間は、この場所なら自由に絵具と遊べる」と

いう経験を重ね、子どもたちのこころの中の思いを表

現していける空間を作っていきたいと思います。次

は、12 月のアートシップに向けて、子どもたちと目

いっぱいアートを楽しみたいと思います。

みんなの願いが叶いますように！ ～七夕行事のご報告～

お子様に合った進路を考える ～就学説明会のご報告～

あおぞら園職員セラピストのお仕事の話♪ ～公認心理師吉川の場合～

撮影の為にマスクを外してい
る場合がありますが感染症対
策を徹底して行っています。

あおぞら園では、障害者歯科専門医でもある「はるき小児・矯正・

歯科」の院長である春木先生に、年に 2 回、子どもたちの歯を守る

ために歯科検診を行っていただいています。

虫歯になると美味しく食事も出来ませんし、痛みや不快感から情

緒面にも影響が出てきます。からだの健康は歯の健康からと言われ

るように病気などの予防にもつながります。今後も春木先生とご家

族の皆さまと連携して行っていきたいと思います（服部）

お子様の歯の健康を守る！ ～歯科検診のご報告～

お子様に人気のある春木先生（左手前）お子様の食事のサポートをする吉川公認心理師

就学説明会の様子

フィンガーペインティングの様子

しごせんのもり

七夕行事の様子


